平成２８年度　中学校国語「検証問題」
（「採点要領」及び「正答例」）
１　出題の趣旨

　○本や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書くこと。

　（Ｈ２８全国学力・学習状況調査　国語Ｂ３三より）

２　学習指導要領における領域

　○〔第１学年〕　Ｂ　書くこと

　　　　ウ　伝えたい事実や事柄について、自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。

　○〔第1学年〕　Ｃ　読むこと
　　　　カ　本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け、目的に応じて必要な情報を読み取ること。

３　解答について

　○〔正答の条件〕…次の条件を満たして解答している。

　　①【物語の一部】のどの部分についてよく分かるようになったのかを明確にして書いている。

　　②よく分かるようになった部分について、どのようなことが分かったのかを、【辞書の説明】の内容を適切に取り上げて書いている。

　○〔正答例〕

· 物語の中で、「速く走るのには足袋が一番だ」というのは、足袋が親指と四指（それ以外の指）が二またに分かれていて、足になじみやすいからだということが分かりました。
· 「こはぜの留め方がよくないから足首のところが開いてくる」というところで、くるぶしの後ろを留めている金属のこはぜが外れかけていることが分かった。


　
△〔誤答例〕

· 「速く走るのには足袋が一番」というのは、足袋の底が布一枚で、裸足に近いといことから分かりました。
⇒【辞書の一部】には存在しない情報を入れている。

· 「足首のところが開いてくる」のは、足袋の先が二またに分かれているからだということが分かった。
⇒【辞書の一部】の内容がかみあわない。

· 足袋で走るのが速いのは、それが靴に比べて軽いからだということが分かります。　　　　

⇒【物語の一部】から分かることだけを書き、【辞書の一部】を使用していない。
４　評価について

· 「評価」は加点方式で行ってください。〔正答の条件〕をすべて踏まえれば正答とします。

· 「表現を抜き出す」という指示はありませんので、概要がかけていればよいこととします。

· 誤字・脱字の誤りは、今後の指導に生かすこととし、評価対象としない。

５　その他

　　「検証問題」は、全ての生徒ができるようになる（理解を促す）ことを念頭に作成していますので、次の指導例を参考にしてください。
　（例１）「検証問題」を実施する前にどのような力が必要であるかを生徒に説明する。

　（例２）「検証問題」を実施後、理解が不十分な生徒に、問題そのものを教材として丁寧な説明を行い、その後、再度実施する。

　（例３）「検証問題」を実施後、理解が不十分な生徒に、模範解答がなぜ「正答」であるのかを説明させ、再度実施する。
　　また、最終的に生徒には、「検証問題がどのような問題であり、どのようにすれば正答が導き出せるのか」が理解されればよいこととします。
（評価のポイント）


※【物語の一部】と【辞書の説明】とが結びつく点は、正答例に挙げる２点です。








